
【 普通科】 ３年次 【選択】科目「 基礎ロシア語 」授業のシラバス 
１ 概要 

教科名 外国語科 科目名 基礎ロシア語 単位数（コマ数） ３単位(105 コマ) 

科目の 

目標 

コミュニケーションに興味を持ち、ロシア語を用いて基礎的な会話を行ったり、情報を伝え合ったりすることができる。 

ロシア語の基礎を学ぶことによりロシア語やロシア文化などを理解し、互いの文化や考え方を尊重することができる。 

教科書 

(出版社) 

TEPEMOK(北海道教育長生涯学習部生涯
学習推進局生涯学習課) 

副教材 

(出版社) 
 

 
２ 学習の方法 

(1) 予習について 

     教科書またはプリントを元にして授業を進めます。次の授業への準備が宿題となることもありますので、事前にしっかり家で取

り組んでください。 

 

 

 

 

(2) 授業について 

   基礎ロシア語の授業では，ロシア語のアルファベットを覚え、書いて読めるようにすること、挨拶や身の回りの単語、表現を覚え、

ロシア語を使って簡単なコミュニケーションをとれるようにすることを目的として学習をします。テストでは発音をカタカナで書くこ

とも求められますので、先生の発音をしっかり聞いて、声に出して覚えましょう。また、必ずファイルを用意して、配付資料を綴じ込

み、授業やテスト対策で活用するようにしてください。定期考査以外に小テストが実施されることもあります。また、ロシア語の文法、

単語、表現等以外に、ロシアの音楽や歴史といった文化について学ぶ授業もあります。 

 

(3) 復習について 

   授業でも小テストや配付資料で復習をします。１つの言語を学ぶことを考えると１年間でできることは決して多くありませんが、何

度も繰り返すことでロシア語の基礎的な内容を自分のものにしていってください。 

   授業を休んだ場合も配付資料を基に内容を確認し、次の授業についていけるようにしてください。特に最初のアルファベットの習得

は、後の学習で読むこと、書くことに大きく関係します。 
 

 

〈学習アドバイス〉 

 
授業中にわからなかったことはその場で、または授業後に教科担任に質問して解決してください。家では毎回の授業で学習し

た内容をその日の内に振り返ってください。教科担任に積極的に質問をし，わからないことをそのままにしないことが大切です。 

 
 

 
 

３ 評価について 

 (1) 評価の観点 

観 点 趣 旨 

① コミュニケーションへの関心・意欲・態度 積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとすることができる。 

② 外国語の表現 話したり書いたりして，情報や考えを適切に伝えることができる。 

③ 外国語の理解 聞いたり読んだりして，情報や考えを的確に理解することができる。 

④ 言語や文化への知識・理解 言語やその運用についての知識を身につけ，背景にある文化を理解することができる。 

 
 

 (2) 評価の方法（以下観点①～④は「(1) 評価の観点」と対応する） 

評価材料 
定期考査・確認テスト 

実力テスト 
Attitude 

Lesson 

Quiz 

Individu

al work 

Pair/ 

group 

work 観 点 割合 

コミュニケーションへの 

① ①関心・意欲・態度 
25% × 

授業内での取り組み，提出物、授業内で作
る作品で評価をします。 

○  ○ ○ 

② 外国語の表現 25% ○ 
ロシア語の音をアルファベットで表現でき
る。基本的な表現を使って話すことができ
る 

 ○ ○ ○ 

③ 外国語の理解 ２５% ○ 
ロシア語の基礎的な文法事項、単語を理解
する。 

 ○ ○ ○ 

④ 言語や文化への知

識・理解 
２５% ○ ロシア文化への理解を深める。  ○ ○ ○ 

 
 

〈担当者からのメッセージ〉 
 

・授業中，学習と関係のない私語は厳禁です。 

・定期考査は，授業で学習した内容から出題します。 
・授業で配布された資料は全てファイルに保存し、必要なときに出せるようにしてください。 
・授業で使用する教材を忘れてきた者は，授業が始まる前に教科担任に申し出てください。 

 
 

 

 



【 普通科】 ３年次 【選択】科目「 基礎ロシア語 」授業のシラバス 

４ 授業計画 

月 単元 
時 

数 
学習内容 

観点別 

評価 
到達目標 考査等 

前期 

4 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

 

後期

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

オリエンテーション 

 

 

アルファベット 

ロシア語の挨拶 

 

 

これは何？ 

 

 

 

 

 

 

これは何？ 

これは～ですか？ 

～はどこですか？ 

 

 

地名、食事、交通標識 

 

 

 

 

 

数字、国、出身地、国籍 

好き嫌い、食べ物 

 

 

 

 

 

数字 

好き嫌い 

性別 

 

 

 

文法的性 

地図、場所 

北海道の植物 

方向 

 

 

 

「彼」の３つの形 

「彼女」の３つの形 

ロシアの音楽 

 

 

動物の名前 

持っている、持っていない 

どこ そこで 

 

 

特別考査 

 自己紹介 

 方向 

 カードの書き方 

 体の部分と名前 

 ～が痛い 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

105 

 

・「基礎ロシア語」 

を履修するにあたって 

 

アルファベットの書き方、

読み方 

 

 

アルファベットの書き方、

読み方 

「これは何ですか？」 

「これは～です」 

 

アルファベットの書き方、

読み方 

会話の練習 

関連する単語の学習 

 

 

 

地名を書く 

食事に関連する単語の学

習 

市内の標識のロシア語表

記を読む 

 

 

出身地の言い方 

「わたしは～出身です」 

「彼は～出身です」 

「彼女は～出身です」 

食べ物の好き嫌い 

数字の練習 

 

 

数字の練習 

好き嫌いについての会話 

 

法的性 

場所の言い方 

ポスター作成 

方向の練習 

 

 

話作り（男性、女性名

詞） 

 

 

 

 

 

動物の名前の練習 

持っている、持っていな

いの会話練習 

体の部分と名前、ポスタ

ー作り 

 

 

～が痛いの言い方 

方向の練習 

１～４ 

 

① 授業内で演習・ペアワーク・グループワーク

を積極的な姿勢で行う。課題は、期限を守り完

成させて提出する。 

 

② 授業内での「話す」活動や「書く」活動，ま

たは定期考査において，学習した文法や表現を

適切に表現できている。 

 

③ 授業内での「聞く」活動，または定期考査に

おいて，学習した文法や表現を理解できてい

る。 

 

④ 授業内で学習した文法が身に付いているこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

ロシア語検定 

(4/1 ～ 4/30

申込み) 

 

 

 

 

前期定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期期末考査 

 

 

 

 

※ 観点別評価①はコミュニケーションへの関心・意欲・態度、②は外国語の表現、③は外国語の理解、④は言語や文化への知識・理解を表

しています。※ 授業計画は進度により前後することがあります。 


